
年男の2026年も
全力で駆け巡る！

2026

国宝「太山寺」で無病息災を祈願

- 今年こそ平和な世界、平安な社会が訪れることを。 -- 今年こそ平和な世界、平安な社会が訪れることを。 -

兵庫県出身の沖縄県知事、島田叡氏を
はじめ沖縄県職員を慰霊する「島守の
塔」慰霊祭に参列

兵庫県戦没者追悼式で
真心をこめて献花

終戦80年全国戦没学徒追悼式典

　昨年（令和７年）は阪神・淡路大震災から30年の節目の年でした。
　阪神・淡路大震災は私が政治を志した原点です。犠牲となられた方々の
尊い御霊に対して、心から哀悼の誠を捧げるとともに、人と人の絆、人と
自然が共生する社会の実現への決意を新たにしました。
　さらに、戦後80年を迎えました。兵庫県主催の戦没者追悼式、終戦80年
全国戦没学徒追悼式典、のじぎくの塔慰霊祭・島守の塔慰霊祭などに参列
しました。私の祖父は消防団員として姫路の空襲で発生した火災の消火活
動中に亡くなりました。そういった環境で育った亡き母や戦没者遺族の
方々の苦難、悲しみは言葉にはできないでしょう。戦災からの復興に心血を
そそいでこられた先人の努力は、想像におよびません。
　だからこそ、今を生きる私たちが「命」の大切さを肝に銘じ、平和な世界、
平安な社会の実現の為、今年も日々新たな心で誠心誠意努力してまいります。

　令和８年がスタートしました。今年の干支は「丙午（ひのえうま）」。「勢いとエネルギーに
満ちて、活動的になる」年といわれています。新たな年が県政における幾多の課題を乗り越え、
県民の幸せと兵庫の未来を切り拓き、力強く前進する一年にしなければなりません。皆さまに約束
しました「県政に！地域に！足跡を刻む！」ことが実現できるよう、「県政のランナー」として
駿馬の如く全力で駆け巡る決意です。

政調会で来年度予算編成の進ちょく状況を確認

第���回��月定例県議会報告 （��月�日～��日）

○議決案件
　・令和７年度補正予算（第４号）：物価高騰など緊急経済対策
　・インターネット上の誹謗中傷、差別等による人権侵害の防止に関する条例
　・ひょうご防災減災推進条例の一部を改正する条例　など計４７件

　・土地利用審査会の委員　　　　　　　　　　　　　計１件

　・公立病院等の厳しい経営状況に対する支援策
　・高齢者等のデジタルデバイド対策の充実強化
　・地方税財源の充実確保　　　　　　　　　　　など計６件

○同意人事

○意見書

議案みるみる
　令和７年度12月補正予算（規模918.8億円）の目玉事業として、ひょうご家計応援キャンペーン
「はばタンPay＋（プラス）」第５弾（規模102.9億円）が実施されます。
　一口7,500円分を5,000円で販売、プレミアム率は 50％に拡大（従来25％）されました。
　申込上限は１人あたり４口、最大４口で10,000円お得です。
　地域経済の活性化に繋がるようにこれまで以上に一人でも多くの方にご利用いただけるよう現在、制度設計中です。
　※申込期間は3月下旬～4月中旬、利用期間は4月下旬～7月下旬の予定です。

ひょうご家計応援 キャンペーン

　来年度予算編成の進ちょく状況などについて、各部局からヒアリングを受ける政調会が、
１月７日から９日までの３日間にわたり開催されました。日々、県民の皆さんから寄せら
れる声や意見、各種団体からの要望について、県担当職員の皆さんに現場の実情を伝え、
課題や今後の事業の方向性などを、時間の許す限り協議しました。それらを踏まえ、来年
度予算に向けた９月の重要政策提言や、11月の予算編成に係る知事への申し入れ事項に盛り込んできました。今回の政調会では、
それらの内容が予算案にどの程度反映されているかを注意深く確認した結果、来年度も実現に向けた検討が進められている項目も
あり、これまでの取り組みの一定の成果を感じています。一方で、まだ施策化に至っていない要望事項もありますが、今後も日々
こつこつと県民の皆さんの声に耳を傾け、具体的な政策を提言しながら、事業化に向けて粘り強く取り組んでまいります。
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昭和４１年４月１５日生まれ(Ｂ型)　　
西区学園西町在住
白陵中・高、神戸商科大学（現兵庫県立大学）卒、
サラリーマン生活を経て、
阪神淡路大震災直後、会社を退社、代議士秘書
平成15年、二度目の挑戦で県議会初当選

（以降6期連続当選）

〔現　　在〕 兵庫県議会議員〔６期〕
公益財団法人兵庫県スポーツ協会  評議員
兵庫県自転車競技連盟  会長　他

〔主な経歴〕 関西広域連合議会  議員〔2期〕
兵庫県監査委員
兵庫県議会議会運営委員会  副委員長
予算特別委員会  副委員長
兵庫県産業労働常任委員会  委員長
兵庫県農政環境常任委員会  委員長
議員団  団長　他 要職を歴任

〔趣　　味〕 ドライブ、自転車、登山(日本100名山踏破)　他

��歳を機に議会の活動を第�ステージとし、
特定の政党に属さず精力的に活動中。
一昨年�月より第３ステージと位置づけ孤軍奮闘中！
歩きお遍路　結願 （2025年10月15日）

編集後記
　昨年は映画「国宝」が邦画の興行収入日本一になるなど大ヒットを記録しましたが、神戸市西区伊川谷町前開には市内で唯一の国宝
建造物である「太山寺」があります。兵庫県立歴史博物館のHPによると奈良時代以降多くの信仰を集め、鎌倉時代には僧兵を擁する大寺
院であったとか。本堂が1955年に国宝に指定され、安土桃山時代の枯山水の庭園である安養院（あんよういん）の庭園（国指定文化財・
名勝）も現存。背後の山にはシイノキ・カシ・ウバメガシなどが自生し、それらの原生林は県の天然記念物だそうです。
　県では、県立大学神戸商科キャンパスの学生が太山寺を3DスキャンしたデジタルアーカイブをHPで
公開しています。地域の歴史や記憶を学生が協力して保存する有意義な取り組みです。
　また、垂水区の商業施設「ブランチ学園都市」では現在、写真展（３月１日まで、無料）が開かれており、
魅力を発信しようとする機運も高まっています。（昨年の11月には学園都市駅構内でパネル展開催　写真①）
　　　　　　　　　　　　　　　私も四季折々に参詣していますが、仁王門から中門に続く石畳の参
　　　　　　　　　　　　　　道を通り抜け境内に一歩足を踏み入れると歴史の重みに感動します。
　　　　　　　　　　　　　　　まさに地元が誇る国宝です。是非、ご来訪ください。
　　　　　　　　　　　　　　（毎年1月7日には「追儺式」、5月8日には「花まつり」、５月12日には「練り供養」
　　　　　　　　　　　　　　　　  の催事も行われています）

神戸市唯一の国宝建造物　西区伊川谷「太山寺」が凄い

3Dデジタルアーカイブ
　「太山寺」

こちらの ＱＲコードから
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農政環境常任委員会活動報告
　閉会中の継続調査事件として11月17日に「水・大気環境の保全と再生及び環境影響の未然防止」、12月16日に「生物多様性の保全及び
野生鳥獣の保護管理」「資源循環と廃棄物の適正処理の推進」、１月16日には、年明けに発生した「高病原性鳥インフルエンザの対応」、
「令和8年度当初予算要求概要」及び、２月定例県議会に上程予定の「人と環境にやさしい農業・農村振興条例（案）」についての諸報告を
受けてから、「林業の振興及び木材利用の推進」 「治山対策及び豊かな森づくりの推進」についてをテーマに開催されました。

〇中上農園（三田市）：施設トマトを中心とした
　農業を展開。鳥獣被害など中山間地域にお
　ける農業経営の課題等について質疑応答。
〇エーアイファーム（宝塚市）：施設いちご、
　さつまいも、落花生など周年を通して楽しめ
　る観光農園。
〇ひょうご都市農業支援センター（伊丹市）：都市農業情報発信拠点として活動。
〇スマイル阪神（伊丹市）：JA兵庫六甲の直売所で、取組み状況について
　説明を受け質疑応答、施設見学。

管内調査：11月27日～11月28日  神戸・阪神

第���回定例県議会 予算特別委員会で質疑 部局別審査（産労、公安、土木、教育）➄

　            　労働者が安心して働
ける環境整備に向け、特に条例
の制定に向けた取組などカスタ
マーハラスメント対策は？

　　　　　　　　条例化は国の
動きを見極めつつ、対応を検討
する。県内企業に向け更なる周
知啓発、企業向け相談事業等に
より、迅速に対応する。今後も
関係機関・労使団体とも連携を
密にし、働きやすい兵庫の実現
に取り組む。

労政福祉課長

　            　万引き犯罪は小売業
者に多大な損失をもたらしてい
る。県警として万引きの防止に
向けた取組は？

　　　　　　　　店舗に防犯指
導や防犯カメラの設置促進、万
引き防止マニュアルの配布など、
被害防止に向けた取組を行って
いる。万引きを許さない機運の
醸成や規範意識の向上に向けて、
社会を挙げた万引き防止対策を
推進していく。

県警生活安全部長

　            　本路線の早期完成は
県としても重要であり、神戸市
側の早期整備に向け、県として
も最大限の協力が必要。

　　　　　　　　事業が進む
明石市には予算確保への助言や
工事に関する技術的な支援等を
継続する。事業が本格化する
神戸市には明石川を渡る橋梁計
画や都市計画事業の認可手続な
ど、必要な県との協議が円滑に
進むように取り組む。

道路街路課長

玉津・大久保地域間道路の早期完成
　            　県立明石公園内にあ
る県立図書館が、もっと多くの
県民に利用してもらえるよう、
地域の活力、にぎわいの創出の
観点から所見を伺う。

　　　　　　　　地域の活性化
や交流機能に課題がある。旧明
石市立図書館がなくなり、2027
年には新たな施設もできる。
この機会に図書館の活性化に向
けてどうすべきかという議論を
しっかり行う。

教育長

〇阪神北県民局：管内状況の説明を受け、質疑応答。その後、平成30年の
　豪雨による土砂災害を受けて、斜面崩壊の防止と安全確保を目的とした
　北六甲地区復旧治山事業を実施している（旧）極楽茶屋南側の現場を
　視察。
〇神戸県民センター：管内状況の説明を受け、質疑応答。
〇すまうら水産有限責任事業組合（神戸市）：海苔養殖を核とした、漁業の
　持続と地域の活性化に取組んでいる活動報告などを受けて質疑応答。
　海苔加工場を見学。
〇川西牧場（神戸市）：西区押部谷で但馬牛繁殖から肥育の一貫経営を展開。

ひょうご都市農業支援センター

太山寺の中門

万引きの防止に向けた取組カスタマーハラスメント対策 県立図書館の今後のあり方
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